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 本研究では 50 MeV のアルファ粒子を Zr 箔に照射し、積層箔法及び放射化法を用いて 99Mo の生成

断面積を測定した。得られた結果を先行研究および TENDL のデータと比較したところ、励起関数の

ピークエネルギー付近の断面積が異なることを確認した。 
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1. 緒言 

 99Mo の安定的な製造方法の確立は、医療診断用に広く利用されている 99mTc の供給に不可欠である。

本研究では 96Zr(α,n)99Mo 反応による 99Mo の生成に着目し、積層箔法及び放射化法を用いて 99Mo の生

成断面積を測定した。得られた励起関数を先行研究[1,2]および TENDL[3]のデータと比較した。 

 

2. 実験 

 標的として 10 x 10 mm2のサイズに切断した natZr 箔(純度 99.2%、厚さ 20 µm、ニラコ製)およびモニ

ター反応用の Ti 箔(純度 99.6%、厚さ 5 µm、ニラコ製)を用意した。本実験では計 40 枚(Zr 箔 24 枚、

Ti 箔 16 枚)の箔を重ねて標的フォルダーに固定した。アルファ粒子は理化学研究所の AVF サイクロト

ロンを用いて 50 MeV に加速し、ビーム強度 203.6 pnA で 2 時間照射した。ビーム照射後、高純度ゲ

ルマニウム検出器を用いたγ線スペクトロメトリーを行い、99Mo の励起関数を測定した。 

 

3. 結論 

 本研究で取得した 99Mo の励起関数を先行研究

[1,2]および TENDL[3]のデータと比較した。結果を

Fig. 1 に示す。測定した励起関数は 14 MeV 付近にピ

ークがあり、ピークにおける断面積の値は先行研究

のデータより約 30%大きい 210 mb 程度であること

が確認された。 
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Fig. 1 Excitation function of  

the natZr(α,x)99Mo reaction 

2G02 2018年春の年会

 2018年 日本原子力学会 - 2G02 -


